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四
年
振
り
の

 
な
ご
み
会  

日
帰
り
旅
行

　

秋
の
行
楽
日
和
が
続
く
中

旅
行
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
十

月
二
十
二
日（
日
）シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
会
主

催
に
よ
る
福
岡
県
大
刀
洗
平

和
記
念
館
と
九
州
国
立
博
物

館
見
学
の
日
帰
り
旅
行
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
澄
み
渡
っ
た
秋

空
の
も
と
「
い
わ
や
ま
ト
ラ

ベ
ル
」
の
大
型
バ
ス
二
台
に

会
員
等
参
加
者
五
十
五
名
が

分
乗
、
市
民
会
館
前
を
午
前

八
時
三
十
分
に
出
発
し
ま
し

た
。

　

日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
道
三
号
線
、
九
州
自

動
車
道
と
も
に
渋
滞
す
る
こ

と
な
く
、
予
定
通
り
最
初
の

訪
問
地
大
刀
洗
平
和
記
念
館

に
到
着
し
ま
し
た
。

　

会
館
一
帯
は
、
か
つ
て
大

刀
洗
飛
行
場
を
中
心
と
す
る

一
大
軍
都
が
存
在
し
数
多
く

の
特
攻
隊
員
の
出
撃
を
見

送
っ
た
場
所
で
、
昭
和
二
十

年
三
月
米
軍
の
大
空
襲
に
よ

り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

館
内
は
鉄
筋
で
組
ま
れ
天

井
に
吊
ら
れ
た
米
軍
爆
撃
機

Ｂ
29
と
零
式
戦
闘
機
の
大
き

さ
が
比
べ
ら
れ
南
方
方
面
に

出
撃
し
、
尊
い
生
命
を
捧
げ

た
多
く
の
若
き
特
攻
隊
員
の

遺
影
が
掲
げ
ら
れ
、
南
太
平

洋
上
で
戦
没
し
た
十
八
才
の

次
兄
と
重
な
り
心
打
た
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
行
は
、
平
和
記

念
館
を
あ
と
に
し
て
、
昼
食

所
の
「
は
ね
や
総
本
店
」
に

到
着
、
広
々
と
し
た
食
堂
で

は
、
多
種
多
様
な
変
化
に
富

ん
だ
豪
華
な
料
理
が
用
意
さ

れ
大
好
評
で
し
た
。

　

食
後
は
買
い
物
の
あ
と
、

九
州
国
立
博
物
館
に
移
動
、

同
博
物
館
で
は
、
古
代
メ
キ

シ
コ
展
が
開
催
中
で
、
東
京

か
ら
の
巡
回
展
で
来
年
二
月

か
ら
は
大
阪
国
立
国
際
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

紀
元
前
一
五
世
紀
か
ら
一

六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
侵
攻
ま
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で
三
千
年
以
上
に
わ
た
り
繁

栄
し
た
メ
キ
シ
コ
の
古
代
文

明
の
代
表
的
で
多
彩
な
出
土

品
一
四
〇
点
余
り
が
展
示
さ

れ
、
メ
キ
シ
コ
文
明
の
奥
深

さ
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

帰
路
、太
宰
府
天
満
宮
に
参

拝
、
天
満
宮
宮
殿
は
大
改
造

中
で
境
内
や
参
道
は
参
拝
に

訪
れ
た
人
の
波
で
大
混
雑
振

り
で
、
日
本
人
を
除
く
多
く

の
ア
ジ
ア
系
の
若
人
が
訪
れ

て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

予
定
時
間
を
若
干
遅
れ
て

の
熊
本
へ
の
出
発
で
し
た

が
、
車
内
は
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
語
り
合
い
楽
し

い
日
帰
り
の
旅
行
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
を
企
画
実
施

し
て
頂
い
た
事
務
局
の
城
局

長
、
な
ご
み
会
幹
事
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　

な
ご
み
会
会
長

　
　
　
　
　
　

田
上　

吉
昭

　

一
〇
月
七
日（
土
）・
八
日

（
日
）
の
両
日「
一
般
社
団
法

人
熊
本
暮
ら
し
人
ま
つ
り
」

主
催
に
よ
る
「
み
ず
あ
か

り
」
が
中
央
区
花
畑
町
一
帯

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
「
み
ず
あ
か
り
」
で
使
用

さ
れ
た
竹
灯
籠
を
撤
去
す
る

た
め
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
十
月
九
日

（
月
）
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
九
〇
人
の
会
員

が
参
加
、
午
前
八
時
三
〇
分

熊
本
市
役
所
前
に
お
い
て
、

西
島
理
事
長
か
ら
「
み
ず
あ

か
り
」
の
歴
史
や
現
状
に
触

れ
、
本
イ
ベ
ン
ト
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、更

に
撤
去
活
動
の
成
否
は
「
み

ず
あ
か
り
」
全
体
の
成
否
に

も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
旨
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
み
ず
あ
か
り
」
竹
灯
籠

　
　
　
　
撤
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

2

（令和５年12月発行）



　

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降

り
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
坪

井
川
に
設
置
さ
れ
た
竹
灯
籠

は
流
失
防
止
の
た
め
既
に
回

収
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
竹

灯
籠
の
分
解
や
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
積
み
込
み
等
に
汗
を
流
し

作
業
は
二
時
間
足
ら
ず
で
終

了
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

広
報
委
員　

中
村　

光
明

令
和
五
年
九
月
八
日（
金
）、

熊
本
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ

ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
大
会
議
室

に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
及
び
同
熊
本
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
共

催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
「
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
ば
い
！
」
と
題
し
て

タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩
一
氏
に

よ
る
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
に
当
た
り
同
連
合
会

西
島
会
長
か
ら
「
講
師
大
田

黒
浩
一
氏
の
紹
介
と
と
も
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

業
務
が
派
遣
業
務
の
増
加
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て

き
て
い
る
。今
後
、セ
ン
タ
ー

の
役
割
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
週
三
日
位
の

軽
作
業
を
希
望
す
る
方
は
是

非
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。」
旨

挨
拶
が
あ
り
、
次
に
、
同
連

合
会
の
中
村
事
務
局
長
よ
り

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
「
入
会
に

当
た
っ
て
必
要
な
事
項
や
派

遣
業
務
と
請
負
業
務
の
違
い
、

セ
ン
タ
ー
の
組
織
、
会
員
に

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

大
田
黒
浩
一
氏
に
よ
る
講

演
。要
旨「
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
、
女
性
が
世
界
第
一
位
、

男
性
が
第
三
位
で
こ
れ
か
ら

大
田
黒
浩
一
氏　
講
演
会

シ
ル
バ
ー
応
援
大
使
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一
〇
〇
歳
近
く
ま
で
生
き
ら

に
ゃ
い
か
ん
。
夫
婦
喧
嘩
や

テ
レ
ビ
と
喋
り
な
が
ら
ボ
ー

と
し
て
生
き
と
る
わ
け
に
ゃ

い
か
ん
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
「
あ
れ
も
こ

れ
も
し
き
ら
ん
」
と
閉
じ
こ

も
る
こ
と
な
く
、
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
が
必
要
と
思
う
。

私
も
六
〇
歳
に
な
っ
て
会
員

と
な
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
ろ
ん
な
仲
間
も
増
え

る
し
、
仕
事
に
必
要
な
知
識
、

技
術
も
入
会
後
の
講
習
会
な

ど
で
教
え
て
も
ら
え
る
。
と

に
か
く
皆
が
喜
ぶ
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、生

き
生
き
と
活
躍
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。」
旨
の
講
話
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、「
夫
婦
喧
嘩
の
効

用
、
人
間
褒
め
ら
れ
れ
ば
伸

び
る
、
喧
嘩
し
か
け
ら
れ
た

と
き
は
ま
ず
息
を
吐
け
、
笑

い
顔
を
顔
の
筋
肉
に
覚
え
さ

せ
る
。」
な
ど
良
い
人
間
関
係

を
築
く
た
め
の
体
験
的
秘
訣

を
披
瀝
さ
れ
、
最
後
に
一
日

前
、
二
日
前
そ
の
前
に
食
べ

た
晩
飯
メ
ニ
ュ
ー
を
無
理
し

て
で
も
思
い
出
そ
う
と
す
る

の
は
簡
単
で
有
効
な
脳
ト
レ

と
な
る
。
長
生
き
の
秘
訣
そ

れ
は
死
な
ん
こ
つ
、
と
締
め

く
く
ら
れ
た
。

次
に
、
熊
本
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
城
事
務
局
長

よ
り
同
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
が

あ
り
、「
現
在
、
熊
本
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

登
録
は
、二
三
〇
〇
人
で
、そ

の
七
割
が
男
性
、
三
割
が
女

性
と
な
っ
て
い
る
。
就
業
の

仕
組
み
は
、
会
員
が
あ
ら
か

じ
め
希
望
す
る
仕
事
を
申
し

出
、
セ
ン
タ
ー
は
会
員
に
仕

事
を
紹
介
し
、
承
諾
を
得
て

会
員
の
就
業
と
な
る
。
仕
事

の
日
数
は
月
に
一
〇
日
以
内

又
は
週
二
〇
時
間
を
超
え
な

い
範
囲
の
仕
事
と
な
る
。
仕

事
の
内
容
は
除
草
、草
刈
、剪

定
、
家
事
手
伝
い
、
店
の
品

出
し
、
運
転
業
務
、
駐
車
場

管
理
、
案
内
係
、
子
育
て
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
他

入
会
す
る
と
親
睦
会
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
あ
り
、

新
し
い
友
達
を
増
や
し
、
情

報
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

仕
事
を
引
退
さ
れ
、
今
後
の

活
動
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方

は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
是
非
入
会
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
。」
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
会
場
の
出
口

二
か
所
に
設
け
ら
れ
た
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
び
相
談

さ
れ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
会
場
を
後
に
さ
れ

る
方
に
感
想
を
聞
い
た
と
こ

ろ
太
田
黒
浩
一
氏
の
熊
本
弁

に
よ
る
講
演
に
つ
い
て
、
久

し
ぶ
り
に
肩
を
ゆ
す
り
、
腹

を
抱
え
、
涙
を
流
し
な
が
ら

笑
っ
た
と
話
さ
れ
た
の
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

広
報
委
員　

中
村　

光
明

4

（令和５年12月発行）



ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西
島

理
事
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
橋
本
幹
事
か
ら
本
大
会

の
ル
ー
ル
及
び
競
技
上
の
注

意
事
項
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
記
念
写
真
撮

影
を
行
い
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

と
イ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

八
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
該
コ
ー
ス
は
、
世
界
一

の
カ
ル
デ
ラ
阿
蘇
山
の
麓
の

山
岳
コ
ー
ス
で
、
全
体
に
多

少
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ
り
ま

す
が
、
飛
距
離
よ
り
方
向
性

を
重
視
し
た
十
八
ホ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
試
さ
れ
る
コ
ー
ス

で
、
シ
ル
バ
ー
会
員
に
と
っ

　

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
「
な
ご
み
会
」
主
催

の
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
絶
好
の

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ
た
十
月

六
日（
金
曜
日
）に
「
阿
蘇
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

八
時
か
ら
受
付
が
開
始
さ

れ
、
参
加
者
は
久
々
の
再
会

を
喜
び
合
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
親
睦
を
深
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
参
加
者
は
二
十
七

人
、最
年
長
者
は
八
十
二
歳
、

平
均
年
齢
は
七
十
一
．
四
歳

で
し
た
。

　

な
ご
み
会
田
上
会
長
、
シ

て
苦
戦
も
予
想
さ
れ
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
ス

コ
ア
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
結
果

優
勝　
　

谷
田　

浩
介

（
ネ
ッ
ト
72.

２
）

準
優
勝　

山
田　

敏
昭

（
ネ
ッ
ト
72.

４
）

第
三
位　

廣
田　

宏
治

（
ネ
ッ
ト
73.

０
）

　

競
技
終
了
後
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
成
績
優

秀
者
と
と
も
に
飛
び
賞
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
、
敢
闘
賞
、

参
加
賞
な
ど
参
加
者
全

員
に
賞
品
が
授
与
さ

れ
、
次
回
の
ゴ
ル
フ
大

会
へ
の
参
加
を
約
束
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

な
ご
み
会
幹
事

　
　
　
　
　
　

橋
本　

光
春

な
ご
み
会

な
ご
み
会

第
四
回

第
四
回  

「
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
ゴ
ル
フ
大
会
」
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十
一
月
七
日（
火
）、
青
空

の
下
、
阿
蘇
連
山
を
配
し
た

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
空
港

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
参

加
者
三
十
二
名
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
会

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

な
ご
み
会
田
上
会
長
の
挨

拶
、
次
い
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
西
島
理
事
長
の
挨

拶
を
頂
き
、
赤
コ
ー
ス
、
青

コ
ー
ス
に
別
れ
、
ス
タ
ー
ト

の
合
図
と
共
に
ゲ
ー
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
で
、
芝
生
が

湿
っ
て
い
た
せ
い
か
、
球
が

思
っ
た
と
こ
ろ
に
転
ば
ず
苦

戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ち
こ

ち
で
笑
い
声
が
聞
こ
え
大
い

に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

浦
田　

節
子

準
優
勝　

境　
　

隆
生

三　

位　

渡
辺　

義
勝

　

他
に
当
日
賞
、
飛
び
賞
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
、
全
員
に
参
加

賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ご
み
会
副
会
長

　
　
　
　
　

相
馬　

妙
子

　

私
は
毎
年
八
月
に
な
る
と

一
人
で
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う

歌
が
あ
る
。
そ
れ
は
学
童
疎

開
の
歌
「
父
母
の
声
」
で
あ

る
。
終
戦
の
年
に
国
民
学
校

三
年
生
で
あ
っ
た
私
と
同
じ

年
頃
の
人
に
こ
の
歌
を
知
っ

て
い
る
か
聞
い
て
み
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
ご
存
じ
な

い
。

　

一
九
四
三（
昭
和
十
八
年
）

年
頃
か
ら
、
大
都
市
の
国
民

学
校
三
年
生
以
上
の
学
童
を

対
象
に
、
農
村
地
帯
へ
集
団

ま
た
は
個
人
で
疎
開
が
始

ま
っ
た
。
日
ご
と
に
激
し
く

な
ご
み
会　

第
三
回

　
　
　

 

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

〜
学
童
疎
開
の
歌

　
口
ず
さ
む
八
月
〜

熊
日
読
者
の
ひ
ろ
ば
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な
っ
て
い
た
空
襲
か
ら
児
童

を
守
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の

頃
、
ラ
ジ
オ
で
流
さ
れ
た
の

が
「
父
母
の
声
」
だ
っ
た
。

　

私
は
昭
和
二
十
年
七
月
一

～
二
日
の
熊
本
大
空
襲
の
す

ぐ
後
か
ら
夏
休
み
を
挟
ん
で

九
月
初
め
ま
で
、
個
人
で
七

滝
村
（
現
御
船
町
）
に
疎
開

し
た
思
い
出
が
あ
る
。
二
か

月
ほ
ど
の
経
験
だ
っ
た
が
、

授
業
を
受
け
た
記
憶
は
な

く
、
畑
の
草
取
り
が
主
だ
っ

た
。
草
を
抜
く
度
に
大
量
の

ミ
ミ
ズ
が
い
て
悲
鳴
を
上
げ

た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
「
父
母
の
声
」は
一
番
か
ら

四
番
ま
で
共
通
し
て
「
太
郎

は
父
の
故
郷
へ
、
花
子
は
母

の
故
郷
へ
」
で
始
ま
る
。
一

番
は
「
希
望
大
き
く
育
て
よ

と
遠
く
離
れ
た
父
の
声
」、

二
番
は
「
生
命
清
し
く
生
い

立
て
と
遠
く
離
れ
た
母
声
」、

三
番
は
「
雲
の
す
じ
曳
く
荒

鷲
の
夢
も
大
き
く
羽
ば
た
け

と
空
の
遥
か
で
父
母
の
声
」、

そ
し
て
四
番
は
「
鍬
に
さ
く

さ
く
土
の
声　

草
も
巌
も
語

る
声　

心
雄
々
し
く
生
き
行

け
と
遠
い
祖
先
の
語
る
声
」

で
終
わ
る
。

　

暗
い
戦
時
下
、
未
来
へ
と

思
い
を
は
せ
る
こ
の
歌
詞
は

印
象
に
残
っ
た
。
あ
ま
り
歌

わ
れ
な
い
歌
だ
け
れ
ど
、
せ

め
て
八
月
に
は
思
い
出
す
機

会
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　
　

会
員　

片
田　

成
子

◆
熊
日
入
選

　
短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
汗
だ
く
の
部
活
の
帰
り
エ
ア
ー
ハ
グ

　
　
　
　
　
し
て
も
い
い
か
と
吾
に
聞
く
孫

　
視
聴
者
の
心
く
す
ぐ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　
夏
の
ビ
ー
ル
は
ど
れ
も
旨
そ
う

相
馬
　
妙
子

◆
会
員
投
稿

　
短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
シ
ル
バ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
通
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
空
気
に
助
け
ら
れ

　
夕
暮
れ
の
道
歩
き
つ
つ
幼
き
日

　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
り
く
る
父
母
の
愛檜

室
な
お
み

　
川
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
い
つ
も
よ
り
仕
事
に
行
く
日
は
　
元
気
出
る

　
と
び
と
び
の
仕
事
身
体
に
　
丁
度
よ
い内

田
美
千
代

　
敬
老
の
日
　
は
じ
め
て
お
茶
も
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
？
わ
た
し

小
田
　
聖
子

■ 

会
員
文
芸
作
品 

■
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「
け
ん
ぐ
ん
食
と
健
康
ま

つ
り
」
が
十
一
月
十
八
日

（
土
）、健
軍
商
店
街「
ピ
ア
ク

レ
ス
」
に
お
い
て
二
十
余
の

参
加
団
体
の
協
力
の
も
と
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晩
秋
と
は
言
え
、
こ
の
時

期
一
番
の
冷
え
込
み
と
な
り
、

早
朝
か
ら
寒
風
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
時
間
の
経
過
と
共

に
天
候
も
回
復
し
て
商
店
街

に
は
、特
産
品
、加
工
品
、パ

ネ
ル
展
、
健
康
相
談
詰
所
等

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

広
場
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
保
育
園
児
の
マ
ー

チ
ン
グ
演
奏
、
小
学
生
の
吹

奏
楽
、
ダ
ン
ス
等
で
、
ま
つ

り
の
盛
り
上
げ
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
早
朝

か
ら
三
十
名
の
東
地

域
班
活
動
推
進
委

員（
東
佳
久
委
員

長
）
が
午
前
・
午
後

の
二
カ
所
に
分
か
れ

出
店
関
係
者
が
使

用
す
る
、
テ
ー
ブ

ル
・
椅
子
等
を
所
定

の
場
所
へ
運
び
開
会

を
待
つ
一
方
、
商
店

街
脇
道
六
カ
所
に

推
進
員
を
配
置
し
て

来
場
者
の
集
計
業

務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
土
木

体
験
会
が
水
前
寺
江
津
湖
公

園
で
開
催
さ
れ
来
場
者
の
対

応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
一
方

商
店
街
の
一
角
に
高
齢
者
の

相
談
所
を
設
け
入
会
・
就
業

等
、
多
く
の
相
談
に
対
応
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
東
区
民
ま
つ
り

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

早
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
、
寒
風

の
吹
き
す
さ
む
中
で
の
長
時

間
に
わ
た
る
活
動
で
会
員
の

皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
　
　
　

広
報
委
員

田
上　

吉
昭
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中
で
も
ゴ
ー
ル
ド
会
員
の

岡
本
さ
ん
は
、
小
物
入
れ
、

バ
ッ
グ
と
沢
山
の
作
品
を
出

展
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
際
、

一
つ
の
作
品
を
指
し
て
「
こ

の
作
品
お
嫁
に
行
く
所
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
四
回
目
を
迎
え
た
、
ふ

れ
あ
い
作
品
展
が
九
月
二
十

日（
水
曜
）
か
ら
二
十
五
日

（
月
曜
）
ま
で
、
鶴
屋
ふ
れ
あ

い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
二
十
一
名
の
会
員

の
作
品
が
出
展
さ
れ
二
百
三

十
四
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　

又
、
来
場
者
の
中
で
木
彫

り
の
作
者
に
お
会
い
し
た
い

と
言
わ
れ
る
方
や
、
自
分
も

い
ろ
ん
な
物
を
作
っ
て
い
る

の
で
、
次
回
は
出
展
し
た
い

と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

次
回
は
会
員
の
皆
さ
ん
に
作

品
展
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て

頂
き
多
く
の
方
に
出
展
・
来

場
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

な
ご
み
会
幹
事

　

村
㟢
は
ま
み

　
 

な
ご
み
会

　
 

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
作
品
展
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シ
ル
バ
ー
「
力
作
展
」

　

第
四
回
済
々
写
友
会
写
真

展
・
第
三
十
五
回
県
シ
ル

バ
ー
作
品
展
が
八
月
二
十
九

日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、
県

立
美
術
館
分
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

済
々
写
友
会（
荒
木
哲
美

会
長「
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
相
談
役
」）
は
、

写
真
愛
好
者
有
志
が
相
集

い
、
先
輩
後
輩
が
相
和
し
て

四
季
折
々
の
感
動
を
受
け
た

写
真
を
持
寄
り
定
期
的
に
写

真
展
を
開
催
し
て
い
る
親
睦

会
で
、
二
十
八
人
の
愛
好
者

と
在
校
生
二
十
三
人
に
よ
る

作
品
で
自
然
の
美
し
さ
を
捉

え
た
力
作
揃
い
で
し
た
。

　

一
方
、
六
十
才
以
上
の
県

民
が
絵
画
や
工
芸
品
な
ど
を

出
品
展
示
す
る
第
三
十
五
回

県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
が
、
熊

本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
・

県
・
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
写
真
・

工
芸
等
の
六
部
門
に
力
作
三

百
五
点
の
出
品
が
あ
り
、
出

品
者
の
最
高
年
齢
は
百
四
歳

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
も
洋
画
部
門
等

に
出
品
さ
れ
、
各
部
門
の
金

賞
・
銀
賞
の
作
品
は
、来
年
十

月
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
美
術
展

に
出
品
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
　
　
　

広
報
委
員

　

田
上　

吉
昭

碇博之会員の作品
（夏の上り坂）

荒木会長の作品
（秋景　 暮色）
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安全・適正就業ニュース安全・適正就業ニュース

１　安全・適正就業委員会の開催状況
（1）10月４日　第２回安全・適正就業委員会
　　   　前回の委員会以降に発生した傷害、賠償事故についての報告を受け、それぞ

れの案件毎に該当会員に対する指導等を審議し、その結果を理事長に具申しま
した。主な事故内容は下記のとおりです。

　　　皆さまもご安全に就業していただきますようよろしくお願いいたします。

（傷害事故）
事故発生月 性別 年齢 就業 場所 就業内容 被害状況 事故発生状況

８月 男 67 歳 途上 南区 駐車場
整理

右肩 業務終了後、バイクで帰宅途
中、右折した際に雨で後輪が
スリップし転倒する。骨折／脱臼

８月 女 77 歳 中 中央区 学校内清掃
額（左部） 事務所付近の入り口階段（２、

３段のもの）を踏み外し転倒、
額の左側を地面に打ち出血し
た。裂傷、打撲

No.２
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（賠償事故）
事故発生月 性別 年齢 場所 就業内容 被害状況 事故発生状況

７月 男 69 歳 北区 消毒 カーポート
支柱の破損

作業車両を発注者宅の駐車場に後進
で入庫した際、カーポートの支柱に
車体が接触し、車体と柱にスリ傷が
発生する。また接触に気付き車体を
前進させた際に車体の突起物にカー
ポートの支柱が引っ掛かり、柱に歪
みが発生する。

８月 男 74 歳 西区 除草・草刈 ガラス破損
草刈機使用中、飛石がネットを越え
向かい側に駐車してあった被害者の
フロントガラスに当たりヒビが入る。

７月 男 80 歳 東区 マンション
共用部清掃

点検用扉の
破損

マンション共有部分清掃中にメー
ター点検扉が開いており、閉めよう
と無理に閉めた為、扉板が変形し使
用出来なくなった。（当時点検扉内
にはガスメーターが仮付け状態で、
扉は完全に閉まらない状態だった。）

８月 女 73 歳 南区 保育園
園内清掃

園内トイレ
鏡破損

鏡の水垢を除去するために持参した
洗剤を使用し、スポンジで擦った結
果水垢は落ちたが鏡自体が白く濁っ
てしまった。

 【12 月は交通事故が多い月です！！】 
　12月は仕事や帰省、年末年始の準備などでせわしく運転するドライバーが多く、
交通事故が多い月間です。
　また、秋から冬にかけては日没の時間が早くなるため、視界の悪い薄暮時間帯が
長くなります。外出時は十分に注意しましょう。

交通事故を起こさない、巻き込まれないために…
　〇車両等を運転するとき
　・ヘッドライトの早めの点灯（視界の確保、歩行者へのアピール）
　・多忙な時期になりますので焦らず、時間と心にゆとりを持って
　・飲んだら乗るな、乗るなら飲むな（飲酒運転は絶対にやめましょう）
　〇歩行時
　・夕暮れ時は明るい色の服を着用したり、反射板用品やライトを活用しましょう
　・ 信号のない横断歩道を渡るときも、残念ながら車は止まってくれない可能性が
あります。左右確認をしっかりと行い、車が止まってから渡りましょう。
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令
和
六
年
一
月
下
旬
に
、
確

定
申
告
な
ど
に
使
用
す
る
、
令

和
五
年
の
配
分
金
支
払
い
証
明

を
送
付
致
し
ま
す
。

会
報
火
の
く
に

掲
載
作
品
の
応
募
募
集

　

川
柳
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な

ど
、
会
報「
火
の
く
に
」
へ
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
投
稿
作
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和５年

８月３日 ゴールド会員打合せ
６日 街なか清掃ボランティア
10日 決算ヒアリング
16日 派遣事業入職時教育訓練・衛生

委員会
17日 営業チームフリーワーキング
18日 派遣事業入職時教育訓練
21日 なごみ会幹事会
23日 新入会員オリエンテーション
24日 理事会・管理業務部会幹部会議
25日 管理新人会員研修・管理業務部

会会議
27日 江津湖花火大会ボランティア清

掃活動（東区地域班）
29日 県 SC 連合会就業相談会・駐車

場管理業務部会班長研修会・全
シ協会長会議

９月８日 県 SC連合会主催太田黒浩一氏
講演会・女性活躍委員会

13日 新入会員オリエンテーション
14日 全シ協理事会（15日まで）
15日 営業チームフリーワーキング
19日 監事現場監査
20日 全シ協会議・シルバーふれあい

作品展（25日まで）・派遣事業
入職時教育訓練・衛生委員会

21日 西区地域班班長会議
22日 派遣事業入職時教育訓練
26日 北区地域班班長会議・南区地域

班班長会議
27日 八代市 SC 視察研修・新入会員

オリエンテーション
28日 管理新人会員研修・除草・草刈

講習会・なごみ会幹事会
29日 中央区地域班班長会議・東区地

域班班長会議・施設管理業務部
会班長研修会

10月３日 総務委員会
４日 安全合同巡回・安全適正就業委

員会
６日 なごみ会ゴルフ大会・植木地区

就業相談会・管理業務部会幹部
会議

９日 水あかりボランティア清掃活動
10日 第１回県後期高齢者医療運営協

議会
11日 新入会員オリエンテーション
12日 ねんりんピック結団式・東区シ

ニア合同就業相談会
13日 なごみ会幹事会打合せ・営業

チームフリーワーキング

18日 派遣事業入職時教育訓練・衛生
委員会

19日 政令指定都市実務者会議（20
日まで）・女性活躍委員会

20日 派遣事業入職時教育訓練
22日 なごみ会日帰り旅行
23日 県SC連合会理事会・市老連大会
25日 新入会員オリエンテーション
26日 県公益認定審議会立入検査

（27日まで）
27日 全シ協会議・職業紹介責任者講

習会・ねんりんピックえひめ退
会（31日まで）

31日 訪問サービス研修会

11月１日 なごみ会幹事会・専門委員会
７日 なごみ会グラウンドゴルフ大会
８日 新入会員オリエンテーション
９日 派遣事業入職時教育訓練・地域

班正副代表者会議・ゴールド会
員カラオケ大会

10日 派遣事業入職時教育訓練
13日 九シ協職員研修会

（長崎市 14日まで）
15日 派遣事業入職時教育訓練・衛生

委員会
16日 政令指定都市代表者会議（17

日まで）・城南除草班会議・外
郭団体職員研修会

17日 営業チームフリーワーキング
18日 健軍商店街ボランティア活動

（東区）
22日 新入会員オリエンテーション
24日 管理新人会員研修・除草草刈講

習会
25日 なごみ会幹事会
27日 ゴールド会員講座（お正月のお

飾りづくり）
29日 ゴールド会員講座（体操）・

シルボンヌ全国大会（福岡）

あんしんメールのご登録について
　現在、シルバー人材センターの行事予定やお知らせを毎週配信して
います、まだご登録がお済みでない方はご登録をお願い致します。

あんしんメールアプリ
【Android 版】【iphone 版】

「熊本市シルバー人材センター」
登録用メールアドレス

ksc@gw.ansin-anzen.jp

※アプリインストールによる個人情報の収集等は一切ありません

直接入力の場合必ず半角英数字入力

QRコード
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